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新型コロナワクチン の接種準備を進めています

館林市コロナワクチンコールセンター

厚生労働省新型コロナ
ワクチンコールセンター

ぐんまコロナワクチン
ダイヤル

☎ 0570 - 010 - 884

☎0120 - 761 - 770 ☎ 0570 - 783 - 910

午前８時30分～午後５時15分
土・日曜日、祝日を除く（ （

接種費用：無料対象：16歳以上

接種場所：市民体育館・市総合福祉センター（予定）
（郷谷公民館隣）

接種は任意

ワクチン接種に関する問合せ

ワクチン全般に関する問合せ 副反応など、専門的な問合せ

午前９時～午後９時 24時間対応・外国語対応

ワクチン接種開始日など、詳しくは決定しだいお知らせします

ワクチン入荷の目途が立ちましたら、市から個別通知（接種券）をお送りします

※65歳以上のかたには、個別通知にタクシー券を同封する予定です

65歳以上
のかた 接種券発送

予約 接種
▶ ▶

４月上旬以降（予定）

接種に必要な
接種券をお送りします

※65歳未満のかたの
　接種券発送・接種
　日は未定です

通知に同封される
案内に沿って
事前予約をします

予約当日、指定さ
れた時間・会場で
接種を受けます

※接種券発送や接種開始日などのスケジュールについては、お答えできません



館 林 の
コロナ対策
成果と備え

館 林 の
コロナ対策
成果と備え

　依然として全国で感染が広がる、新型コロナウ
イルス感染症。そのような中で、市民の皆さんの
生活・経済・教育などの支援を図るため、本市で
は３回にわたり、約90億円、合わせて91の政策パッ
ケージを策定し、感染症対策を行ってきました。
　今後も、ウィズコロナ時代へ対応し、感染拡大
に備える施策を実行していきます。

ＰＣＲ検査センターの設置支援

　５月11日に、県が委託する館林市邑楽郡医師
会の協力を得て県内で初めて設置されたＰＣＲ
検査センター「館林地域外来・検査センター」
の運営支援を行っています。
　３月８日までの検査数は延べ 1,236 人で、県
内のＰＣＲ検査センターで行われた検査数の約
半分が本市で行われています。充実した検査体
制が、市民の皆さんの安心につながっています。

高齢者施設・ひとり暮らし高齢者への支援

　高齢者施設でのクラスター
発生を防ぐため、感染症対策
チェックシートと非接触型体
温計を配布しました。また、
70歳以上のひとり暮らし高齢
者にマスクや除菌ウェットテ
ィッシュなどを配布し、感染
予防を呼びかけました。

マスク、衛生用品などの配布・備蓄 配布・備蓄の状況をお知らせします

　市の備蓄品や、寄贈いただ
いたマスク・消毒液などの配
布を行い、感染症対策を行い
ました。また、マスク及びハ
ンドソープなど供給２社と「新
型感染症発生時における衛生
用品供給に関する協定」を締
結しました。

■不織布マスク　108,450枚配布
■ハンドソープ　5,000セット購入・配布
■次亜塩素酸消毒液　1,560人分（１ℓ）配布
■アルコール手指消毒液　合計443本（５ℓ）
　を飲食店などに配布
■不織布マスク　866,401
　枚を備蓄

避難所での感染症対策

　段ボール間仕切り、非接触
型体温計、その他衛生用品を
備蓄し、災害発生時に避難者
の感染予防を行うための環境
を整えました。また、被災者
の食料確保のため、アルファ
化米と玄米を追加で備蓄しま
した。

施設のWi-Fi 環境整備や感染症対策

　オンラインでの学習や事業
の開催が行えるよう、全公民
館と図書館にWi-Fi 環境を整
備しました。また、市役所、
文化会館にサーマル（体温検
知）カメラを備えるなど安心
して利用できる環境づくりを
行っています。

感染症対策～感染拡大への備え～
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ひとり親世帯への支援

　ひとり親世帯の子育て負担
の増加や収入の減少に対する
支援を行うため、臨時特別給
付金の支給を行いました。ま
た、ＮＰＯ法人などと連携し
てフードパントリーを設置し、
フードドライブ、フードバン
クの活動を支援しています。

オンライン学習「スタディサプリ」導入

　学校臨時休業の長期化に伴
い、　「スタディサプリ」を用い
たオンライン学習を導入し、
パソコンやスマートフォン、
タブレットを用いて自宅で学
習を行える環境を整えました。
それに伴う、タブレットの購
入補助も行いました。

家庭への食費・食育支援及び高齢者への支援

　幼稚園・小中学校の臨時休
業及び保育園・認定こども園
の登園自粛による負担を支援
するため、「お米券」の配付を
行いました。
　また、65歳以上の高齢者の
生活支援として、「お米券」の
配付を行いました。

小規模事業者・中小企業者への支援　　小規模事業者420 件、中小企業者35件の給付

　国が行った「持続化給付金」の対象にならない、感染症の影響を受けた市内小規模事業者に対し10万円、
中小企業者に対し50万円の給付を行いました。その他、経営安定資金の拡充など、市内の事業者への支援を
行いました（11月末までに74件の申請）。

全国共通おこめ券

事業継続計画（ＢＣＰ）策定支援　　　約120 社が策定

　感染症拡大や大規模災害発生時などにおいて事業の継続及び早期復旧を可能とするために、事業者が策定
する事業継続計画（ＢＣＰ）について、ＢＣＰを策定した市内事業者に対し奨励金を支給するなど、策定へ
の支援を行いました。

ワンストップサービス窓口の設置　　　延べ270 件の利用

　感染症対策における国・県・市での各種支援制度の相談窓口を一カ所にまとめて集約した「新型コロナウイ
ルス感染症対策経済・雇用支援制度ワンストップサービス窓口」を設置し、事業者の皆さんが利用しやすい
環境を整えました。

たてばやし飲食店応援里沼グルメ券

　　　　　　　　　　　　　　　　館林市金券　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　5,000円を購　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　入したかたに、
　　　　　　　　　　　　　　　飲食店限定で
　　　　　　　　　　　　　　　使用できる里
沼グルメ券 5,000 円（プレミアム率100％）を
支給しました。合わせて18,000セットを発行し、
地域経済の下支えにつなげました。

ウィズコロナ時代へ対応した対策・支援
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館林市コロナワクチンコールセンター

☎ 0570 - 010 - 884
午前８時30分～午後５時15分
土・日曜日、祝日を除く

※接種券発送・接種開始日
　などのスケジュールには
　お答えできません

現在、ワクチンの接種準備
を進めています。ワクチン
入荷の目途がたちました
ら、市から個別通知（接種
券）を発送します。（ （



桐生市、足利市、館林市の３
市が集い、それぞれの日本遺
産の魅力を発信するシンポジ
ウムが開催されました。当日
の様子をお伝えします。

　
２
月
21
日
、
日
本
遺
産
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
つ
な
ご
う
日
本
遺
産
〜
両
毛
３
市

の
魅
力
発
信
〜
」
が
、
文
化
会
館
カ
ル

ピ
ス
®
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
桐
生
市
、
足
利
市
、
館
林
市
の

３
市
が
集
い
、
魅
力
発
信
と
相
互
の
連

携
を
図
る
た
め
に
行
わ
れ
、
当
日
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し

て
、
入
場
者
数
を
制
限
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
全
３
部
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
第
１
部
で
行
わ
れ
た
の
は
、

両
毛
３
市
の
日
本
遺
産
認
定
ス
ト
ー
リ

ー
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

解
説
し
た
映
像
が
投
影
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
に
込
め
ら

れ
た
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
バ
レ
エ「
里

沼
物
語
」。本
市
出
身
の
ト
ッ
プ
バ
レ
エ

ダ
ン
サ
ー
清き

よ

瀧た
き

千ち

晴は
る

さ
ん
が
本
市
の「
里

沼
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
総
合
演
出
を
担

当
。「
祈
り
の
沼
」、「
実
り
の
沼
」、「
守

り
の
沼
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
本
市
出
身

の
オ
カ
リ
ナ
奏
者
宗そ

う

次じ

郎ろ
う

さ
ん
作
曲
の

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
遠
い
日
の
記
憶
」

な
ど
に
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
市
内
の

バ
レ
エ
団
体
が
優
雅
に
演
技
し
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
に
は
全
員
が
舞
台
に
集
ま
っ
て

大
団
円
と
な
り
ま
し
た
。
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１
２ ３

古くから絹産業の盛んな上州では、女性が養蚕・製糸・織物で
家計を支え、近代になると、製糸工女や織手としてますます女
性が活躍した。夫（男）たちは、おれの「かかあは天下一」と
呼び、これが「かかあ天下」として上州名物になるとともに、
現代では内に外に活躍する女性像の代名詞となり、日本経済を
支えた女性たちの姿が見えてくる。
代表的な構成文化財　白瀧神社、絹撚記念館、桐生織物会館旧
館など

近代教育制度の導入前から、日本では支配者層である武士のみ
ならず、多くの庶民も読み書き・算術ができ、礼儀正しさを身
に付けるなど、高い教育水準を示した。これは、藩校や郷学、
私塾など、さまざまな階層を対象とした学校の普及による影響
が大きく、明治維新以降の近代化の原動力となり、現代におい
ても、学問・教育に力を入れ、礼節を重んじる日本人の国民性
として受け継がれている。
代表的な構成文化財　足利学校跡、国宝漢籍、釋

せき

奠
てん

など

３
市
の
日
本
遺
産
の

魅
力
を
知
る

両
毛
３
市
の

日
本
遺
産
を
通
じ
た
連
携

　
第
３
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
「
両
毛
３
市
の
歴
史
文
化
を
軸
と

し
た
日
本
遺
産
３
市
の
ロ
ー
カ
ル
・
デ

ィ
ス
タ
ン
ス
連
携
」。高
崎
商
科
大
学
特

任
教
授
の
熊く

ま

倉く
ら

浩ひ
ろ

靖や
す

さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
桐
生
市
長
、
足
利

市
長
、
館
林
市
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な

っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
以
後
の
日
本
遺
産
を

活
用
し
た
地
域
お
こ
し
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
３
市
を
走

る
東
武
鉄
道
と
連
携
し
た
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
た

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
り
す

る
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
、
日
本
遺
産
を

最
大
限
に
活
用
し
た
地
域
お
こ
し
に
つ

い
て
３
市
長
に
よ
っ
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
熊
倉
さ
ん
は
　「
３
市
の
日

本
遺
産
が
一
つ
に
な
る
こ
と
で
、
大
き

な
マ
ッ
プ
を
描
く
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

を
市
民
が
認
知
し
て
い
く
こ
と
か
ら
次

の
一
歩
が
始
ま
る
」
と
期
待
を
込
め
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。
最
後
に
、「
両
毛
３
市
連

携
共
同
宣
言
」
に
３
市
長
が
署
名
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
３
市
は
日

本
遺
産
を
通
し
た
地
域
活
性
、
観
光
振

興
を
推
進
し
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
桐
生
市
、
足
利
市
、
館
林
市
が
協
働

す
る
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
は
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
。
日
本
遺
産

を
通
じ
た
３
市
の
こ
れ
か
ら
の
地
域
お

こ
し
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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館林の沼は人里近くにあり、「里山」と同様に人びとの暮らしと
深く結び付き、人が沼辺を活かすことで良好な環境が保たれ、
文化が育まれてきた「里沼」であった。里沼の原風景と信仰が
共存する茂林寺沼は「祈りの沼」、沼の恵みが暮らしを支えた多
々良沼は「実りの沼」、館林城とつつじの名勝地を守ってきた城
沼は「守りの沼」と言い換えることができる。
代表的な構成文化財　茂林寺沼、多々良沼、城沼、躑

つつじ

躅ヶ岡など

当日の様子を
YouTubeで！

館林市公式動画チャンネルで、シ
ンポジウムの様子を見ることがで
きます。ここでは伝えきれない盛
りだくさんの内容を、ぜひご覧く
ださい。
※第２部オリジナルバレエ「里沼　
　物語」は、著作権の都合により
　映像のみの配信となります。ご
　了承ください
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日
本
遺
産
で
つ
な
が
る

３
市
の
ま
ち
づ
く
り

１オリジナルバレエ「里沼物語」の大団円２「祈りの沼」　「実り

の沼」「守りの沼」のパートを、それぞれ館林バレエ・ジャズダ

ンス教室、館林バレエアカデミー、館林Ｎ・Ｓ・Ｂ・Ｓが担当

した３総合演出を担当した清瀧千晴さんと、バレエダンサーの

蓮
はす

池
いけ

ういさん４シンポジウムの最後に行われた３市による共同

宣言５館林市の須藤和臣市長６足利市の和
い ず み

泉聡
さとし

市長７桐生市の

荒
あら

木
き

恵
けい

司
じ

市長８コーディネーターを務めた熊
くま

倉
くら

浩
ひろ

靖
やす

さん９会場

外では３市の特産品を販売10当日は約400人が会場に集まった

11会場外に設置された３市の日本遺産を紹介する展示ブース



　東京電力パワーグリッド㈱太田支社との「地
域創生に関する包括連携協定」が締結され、
２月16日に締結式が行われました。この協定
は、相互の情報や技術を活用し、地域経済の
活性化や活力ある地域社会の形成・発展のた
めに協力していくもの。この協定によって、
電力データの利用や防災などに寄与する新し
い電化を活用した、地域の活性化を目指して
いきます。

　（一社）東毛法人会から、２月24日、手指
消毒剤の寄附をいただきました。これは新型
コロナウイルス感染症対策として、小学校・
特別支援学校に寄附されたもので、子どもた
ちの健康で安全な学校生活のために活用され
ます。同会の西

にし

岡
おか

喬
たかし

会長（写真左）は、「税に
関する絵はがきコンクール」などの協力に対
してお礼を述べ、「子どもたちが安心して過ご
せるよう活用してもらいたい」と話しました。

東京電力パワーグリッド㈱太田支社と
包括連携協定を締結

東毛法人会より
寄附をいただきました

なくそう！プラスチックごみ～今、できることからはじめよう～

問合せ　地球環境課資源対策係（℡47 - 5126）
たてばやし５つのゼロ宣言４

　現在、海に流出し漂流するプラスチッ
クごみ（海洋プラスチックごみ）が世界
的な問題となっています。世界では１分
間にごみ収集車１台分のプラスチックご
みが海に流出しており、2050年には魚
の量を上回るとの推計もあります。プラ
スチックごみのない美しい里沼を未来に
残すためにも、今、私たちにできること
から始めましょう。

▲レジ袋などのプラスチックが、ポイ捨てやご　
　みステーションでの散乱などにより風や雨に　
　よって河川に流れ、海に運ばれています。海
　の生物がごみを間違えて食べたり、ごみが体
　に絡まったりして死んでしまうこともあります

減らす（リデュース）
■マイバッグを持ち歩き、レジ袋は断る
■マイボトルを利用し、ペットボトルや　
　プラスチック製カップの使用を減らす
■ストローを使用する際は、アルミ製や　
　紙製のものなどを使う
■詰め替え品を選んで買う
生かす（リユース・リサイクル）
■プラスチック製品を繰り返し使う
■プラスチックごみを分別して出す
■トレイなどは汚れを洗い落とし、スー　
　パーなどの店頭回収を利用する
流出させない
■ポイ捨てをしない
■ルールを守り、ごみを散乱させない
■清掃活動に参加する

私たちにできること

漂着するプラスチックごみで汚れた海岸
写真：環境省

なくそう！プラスチックごみ～今、できることからはじめよう～

問合せ 地球環境課資源対策係（℡ ）
プラスチックごみ「ゼロ」

館林商工高校×㈱ローソン

百年小麦などの地元食材を使用した新商品を発売
　
館
林
商
工
高
校
と
㈱
ロ
ー
ソ
ン
が
ベ
ー
カ

リ
ー
を
共
同
開
発
し
、
発
売
に
先
駆
け
た
２

月
22
日
、
館
林
市
長
へ
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

今
回
発
売
す
る
の
は
、
邑
楽
館
林
産
１
０
０

％
の
小
麦
で
あ
る
「
百
年
小
麦
」
を
使
用
し
、

も
ち
も
ち
と
し
た
食
感
が
特
徴
の
「
チ
ョ
コ

チ
ュ
ロ
ス
」
と
、
群
馬
県
産
上
州
麦
豚
を
使

用
し
た
カ
レ
ー
フ
ィ
リ
ン
グ
を
乗
せ
た
「
焼

き
カ
レ
ー
デ
ニ
ッ
シ
ュ
」
の
２
品
。
同
校
の

生
徒
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
た
商
品
で
す
。

　
当
日
、
市
長
は
２
品
を
試
食
し
、　「
ど
ち
ら

も
非
常
に
お
い
し
い
。
若
い
人
を
中
心
に
人

気
が
出
る
と
思
う
」
と
期
待
を
込
め
て
話
し

ま
し
た
。
現
在
、
２
商
品
と
も
に
ロ
ー
ソ
ン

で
発
売
中
。
お
近
く
の
店
舗
で
手
に
取
っ
て
、

地
元
の
食
材
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

販売店舗
関東甲信越のローソン各店舗　
　（ナチュラルローソン、ローソンス
トア100を除く）

問合せ
同校商業科（℡84 - 4731）、又は市
商工課商業振興係　（℡47 - 5147）

　２月28日、女子サッカーなでしこリーグ１部の
「ニッパツ横浜ＦＣシーガルズ」に入団する本市
出身の小

こ

暮
ぐれ

千
ち

晶
あき

さんが、市庁舎を訪れました。
　中学時代、「ＡＣ館林フェリス」に所属し、あき
らめずに努力し続けることのたいせつさを学んだ
という小暮さん。「チーム内の競争に勝ち、レギュ
ラーになって活躍したい」と今後の目標を宣言し
ました。また、女子サッカー日本代表「なでしこ
ジャパン」への選出、ワールドカップ出場の夢に
も挑戦したいと、意気込みを語りました。

　新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため、
以下のイベントが中止になりました。
■館林さくらまつり・こいのぼりの里まつり
問合せ　市観光協会（℡74 - 5233）
■市民一斉清掃
問合せ　地球環境課環境保全係（℡47 - 5125）

　市公式動画チャンネルでは、市の情報やイベン
トの様子などを動画でお届けしています。昨年か
ら新型コロナウイルス感染症などの情報も公開し
ており、ここでしか見られないコンテンツも盛り
だくさんです。チャンネル登録をすれば、動画が
配信された際に通知を受け取ることができ、見逃
すことなく動画を視聴できます。
チャンネル登録の方法は、市ホ
ームページで「チャンネル登録」
と検索してください。
問合せ　秘書課広聴広報係（℡
47 - 5101）

小暮千晶選手が表敬訪問 イベント中止情報

市公式動画チャンネルの
チャンネル登録をお願いします

なでしこリーグでの活躍を誓う 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

市公式動画チャンネル

広報館林7



向井千秋記念子ども科学館

とき　５月～令和４年２月（里沼コース以外は、
原則第２土曜日　全10回）
ところ　向井千秋記念子ども科学館他
参加費（活動費・保険料など）
■基礎・発展コース　2 , 2 00円
■応用コース　2 , 5 00円
■里沼コース　1 , 0 00円
※内容により、別途実費負担する
　ことがあります
申込み　コースごとに同館ホーム
ページへ
問合せ　同館（℡75 - 1515）

同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

コース 対象 定員 時間 内容

基礎Aコース
小学３・４年生

各24人

午前９時30分～11時30分
工作や実験などの体験活動を通して身近な科学に
触れます

基礎Bコース 午後２時～４時

応用自然コース
小学５・６年生

午前９時30分～11時30分 体験を通して、生き物や環境について学びます

応用天体コース 午後６時～８時 講義や星空観察を通して、天文について学びます

発展コース 中学生 午後２時～４時
高校や企業などの連携を通して、専門性の高い科
学について学びます

里沼コース 市内小学４年生～
中学３年生

18人
午前９時30分～午後３時
※年間４回程度不定期

東京大学と連携した里沼に関するプログラムを体
験できます（他のコースとの重複も可）

コース 先行募集
定員 受付日 時間

基礎Aコース

各12人 ４月 10 日㈯

午 前10時 ～
午後５時

基礎Bコース 午 前11時 ～
午後５時

応用自然コース 午前９時～
午後５時

応用天体コース 午後２時～
５時

発展コース 午後１時～
５時

コース 一般募集
定員 受付期間 時間

基礎Aコース

各12人＋①
の残数

４月11日㈰～

午前10時～

基礎Bコース 午前11時～

応用自然コース 午前９時～

応用天体コース 午後２時～

発展コース 午後１時～

＜コース・対象・定員・時間・内容＞

①　先行募集（市内在住の小・中学生対象）

③里沼コース募集　４月３日㈯　午前９時～

②　一般募集（全地域の小・中学生対象）

※申し込みについての詳細は、同館ホームページに掲載しています。必ずご確認ください 

科学クラブに
入りませんか

82021．3．15

里沼
コー

ス

新設
！
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象
物
件
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
部
分
を

閲
覧
で
き
ま
す
。

期
間
　
通
年
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
及
び

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈬
〜
令
和
４
年

１
月
３
日
㈪
）
を
除
く
）

対
象（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
）

■
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
及
び
同

　
一
世
帯
の
親
族

■
納
税
義
務
者
の
委
任
を
受
け
た
代
理
人

■
納
税
管
理
人

■
借
地
人
・
借
家
人

閲
覧
内
容
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
　（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
の
名
寄
帳
な
ど

手
数
料
　
３
０
０
円

※
縦
覧
期
間
中
は
無
料
。
た
だ
し
、
写

　
し
が
必
要
な
場
合
は
１
枚
に
つ
き
10

　
円
が
か
か
り
ま
す

共
通
事
項
　

と
こ
ろ
　
税
務
課
資
産
税
係

持
参
す
る
物
　
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど

顔
写
真
が
あ
る
も
の
は
１
点
、
保
険
証

や
年
金
手
帳
な
ど
顔
写
真
が
な
い
も
の

は
２
点
必
要
）、印
鑑

※
代
理
人
の
場
合
は
、
納
税
義
務
者
な

　
ど
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す

※
借
地
人
・
借
家
人
は
、

　
権
利
を
証
明
す
る
契
約

　
書
な
ど
が
必
要
で
す

問
合
せ
　
同
資
産
税
係
（
℡
47-

５
１

０
８
）

健
診
期
間
　
６
月
１
日
㈫
〜
12
月
29
日
㈬

※
一
部
の
医
療
機
関
で
は
令
和
４
年
３

　
月
31
日
㈭
ま
で

対
象
　
国
民
健
康
保
険
税
の
完
納
世
帯

の
被
保
険
者
、
又
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
完
納
者

※
受
診
時
ま
で
に
被
保
険
者
で
な
く
な

　
っ
た
場
合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

指
定
医
療
機
関
・
自
己
負
担
額
　
下
表

の
と
お
り

申
請
方
法
　

■
郵
送
申
請
　
申
請
書
（
広
報
４
月
１

　
日
号
と
い
っ
し
ょ
に
配
布
及
び
４
月

　
１
日
以
降
に
掲
載
す
る
市
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

　
記
入
の
う
え
、
郵
送
で
保
険
年
金
課

　
（
〒
３
７
４

─

８
５
０
１
　
市
役
所

　
内
）
へ

■
電
子
申
請
　
ぐ
ん

　
ま
電
子
申
請
受
付

　
シ
ス
テ
ム
か
ら
申
請

※
４
月
１
日
㈭
か
ら

　
受
付
開
始

申
請
期
限

　４
月
30
日
㈮
ま
で（
必
着
）

注
意
事
項

■
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
及
び
保
険
年
金

　
課
窓
口
で
は
受
付
を
行
い
ま
せ
ん

■
電
話
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん

■
受
診
日
は
申
請
受
付
後
、
申
請
控
え

　
を
基
に
、
後
日
申
請
者
本
人
が
直
接

　
希
望
す
る
医
療
機
関
に
電
話
で
予
約

　
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
を
２
万
円
助
成

健
康
づ
く
り
や
病
気
の
早
期
発
見
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い

お知らせ

　
公
立
館
林
厚
生
病
院
に
申
請
し
た
か

　
た
は
、
後
日
病
院
が
受
診
日
を
決
定

　
し
、
市
か
ら
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
す

■
短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
か

　
た
は
、
同
３
年
度
に
実
施
す
る
国
民

　
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高

　
齢
者
健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
せ
ん

問
合
せ
　
同
国
保
係
（
℡
47-

５
１
３

８
）、又
は
同
給
付
年
金
係
（
℡
47-

５

１
４
０
）

　
令
和
３
年
度
の
固
定
資
産
評
価
、
価

格
等
決
定
に
伴
う
固
定
資
産
課
税
台
帳

な
ど
の
縦
覧
と
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧

　
納
税
者
が
自
分
の
所
有
す
る
土
地
・

家
屋
の
評
価
額
に
つ
い
て
、
市
内
の
他

の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
て

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
制
度
で

す
。
た
だ
し
、
土
地
・
家
屋
い
ず
れ
か

の
所
有
の
場
合
、
自
分
が
所
有
す
る
固

定
資
産
の
み
の
縦
覧
に
な
り
ま
す
。 

期
間
　
４
月
１
日
㈭
〜
５
月
31
日
㈪
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

対
象（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
）

■
固
定
資
産
税
の
納
税
者
（
免
税
点
未

　
満
及
び
非
課
税
の
場
合
は
不
可
）
及

　
び
同
一
世
帯
の
親
族

■
納
税
者
の
委
任
を
受
け
た
代
理
人

■
納
税
管
理
人

縦
覧
内
容

■
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
地

　
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額
）

■
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、
地

　
番
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床

　
面
積
、
評
価
額
）

手
数
料
　
無
料

閲
覧
　

　
納
税
義
務
者
な
ど
が
自
分
の
資
産
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
（
１
月

１
日
現
在
）
の
内
容
を
閲
覧
で
き
る
制

度
で
す
。
借
地
人
・
借
家
人
も
借
用
対

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
確
認
で
き
ま
す

お知らせ

区分 病院名 自己負担額

日帰り

公立館林厚生病院 19,720円（男性）
23,150円（女性）

慶友健診センター 18,500円

海宝病院 13,000円

館林記念病院 13,000円

新橋病院 11,000円

※自己負担額は助成額を差し引いた額

●代表☎0276 - 72 - 4111 市役所からのお知らせ

ぐんま電子申請
受付システム



と
き
　
４
月
19
日
㈪
　
午
後
１
時

30
分
～
４
時
の
間
で
各
組
30
分

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
　
妊
婦
、
又
は
１
歳
６
か
月

未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者

定
員
　
８
組
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
初
め
て
の
か
た
優
先
）

内
容
　
魚
を
使
っ
た
と
り
わ
け
食

を
見
本
と
し
た
離
乳
食
の
説
明
と

個
別
相
談

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手
帳
、

子
守
り
帯
、
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
22
日
㈪

か
ら
、
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

 

（
同
セ
ン
タ
ー
内
　
℡
74

─

５
１

５
５
）
へ

と
き
　
４
月
～
９
月
の
毎
週
木
曜

日
　
午
前
10
時
～
11
時
（
祝
日
、

休
館
日
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

か
た

▪
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

▪
令
和
３
年
度
以
前
の
「
脳
活
ひ

　
ろ
ば
」
に
参
加
し
て
い
な
い

▪
同
３
年
度
の
「
元
気
は
つ
ら
つ

　
ひ
ろ
ば（
前
期
）」に
参
加
し
な
い

定
員
　

40
人
（
先
着
順
）

内
容
　
計
算
ド
リ
ル
や
文
学
作
品

の
音
読
、
頭
を
使
う
体
操
を
通
し
、

脳
を
活
性
化
し
ま
す

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
お
持
ち
の

か
た
は
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
係
（
℡
47

─

５
１
３
１
）

　
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、
楽
し
み

な
が
ら
頭
や
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
４
月
～
９
月
の
毎
週
火
曜

日
、
又
は
金
曜
日
（
祝
日
、
休
館

日
を
除
く
）

▪
火
曜
日
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪
金
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
ど
ち
ら
か
の
曜
日
を
選
ん
で
く

　
だ
さ
い

と
こ
ろ
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

か
た

▪
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

▪
令
和
３
年
度
以
前
の
「
元
気
は

　
つ
ら
つ
ひ
ろ
ば
」
に
参
加
し
て

　
い
な
い

▪
同
３
年
度
の「
脳
活
ひ
ろ
ば（
前 

　
期
）」に
参
加
し
な
い

定
員
　
各
30
人
程
度

内
容
　
介
護
予
防
体
操
と
運
動
指

導
、
簡
単
な
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

介
護
予
防
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
筆
記
用
具
、
お
持
ち
の

か
た
は
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

　
だ
さ
い

申
込
み
　
当
日
会
場
へ

問
合
せ
　
高
齢
者
支
援
課
地
域
包

括
ケ
ア
推
進
係
（
℡
47

─

５
１
３
１
）

　　
保
険
適
用
外
で
、
は
り
・
き
ゅ

う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
か
か
る
場
合
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

　本
市
に
居
住
し
、
住
民
登

録
が
あ
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

①
満
70
歳
以
上
で
、
前
年
の
所
得

　
税
が
非
課
税
、
又
は
在
宅
ね
た

　
き
り
高
齢
者
等
介
護
慰
労
金
の

　
受
給
者
及
び
介
護
を
受
け
て
い
る

②
在
宅
重
度
障
が
い
者
介
護
慰
労

　
金
の
受
給
者
及
び
介
護
を
受
け

　
て
い
る

内
容
　
年
間
６
枚
（
１
枚
１
０
０

０
円
分
） の
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

※
利
用
は
１
回
に
つ
き
１
枚
で
、

　
料
金
が
１
０
０
０
円
を
超
え
た

　
分
は
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す

持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、保
険
証
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
25
日
㈭

か
ら
、
①
は
高
齢
者
支
援
課
高
齢

者
支
援
係
（
℡
47

─

５
１
３
０
）、

②
は
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
℡
47

─

５
１
２
８
）
へ

　
ね
た
き
り
な
ど
で
外
出
で
き
な

い
か
た
が
、
出
張
の
理
容
・
美
容

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
き
に
使
用

で
き
る
利
用
券
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
　
本
市
に
居
住
し
、
住
民
登

録
が
あ
る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
か
た

①
65
歳
以
上
で
、
要
介
護
４ 

・
５

に
該
当
す
る
在
宅
の
ね
た
き
り

の
か
た

②
65
歳
未
満
で
、
特
別
障
害
者
手

　
当
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
在
宅

　
の
ね
た
き
り
の
か
た

内
容

　年
間
最
高
４
枚
（
１
枚
３

５
０
０
円
分
）
の
利
用
券
を
交
付

し
ま
す

※
利
用
は
１
回
に
つ
き
１
枚
で
、

　
料
金
が
３
５
０
０
円
を
超
え
た

　
分
は
利
用
者
負
担
に
な
り
ま
す

持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、保
険
証
な
ど
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
25
日
㈭

か
ら
、
①
は
高
齢
者
支
援
課
高
齢

者
支
援
係
（
℡
47

─

５
１
３
０
）、

②
は
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

（
℡
47

─

５
１
２
８
）
へ

講
座

教
室

 

・

保
健

福
祉

 

・
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４
月
の
離
乳
食
個
別
講
座

脳
活
ひ
ろ
ば
（
前
期
）

元
気
は
つ
ら
つ
ひ
ろ
ば

　（
前
期
）

は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料
を
助
成

出
張
理
容
・
美
容
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
里
沼
グ
ル
メ
券
の
使
用
期
限
　
令
和
３
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
　
商
工
課
商
業
振
興
係
（
☎
47-

５
１
４
７
）

感染症防止のため、講座・イベントなどは中止や延期、又は内容を変更する場合があります。また、
イベントなどに参加する際は、マスクを着用し、事前に検温などで健康状態を確認してご参加ください。

館林アコーディオンサークル
第46期生を募集

　アコーディオンに興味があるかた、い
っしょに弾いてみませんか。
とき　４月８日㈭～11月25日㈭の毎週木
曜日　午後７時～８時（月４回・11月27
日㈯の演奏会で修了）
ところ　郷谷公民館
参加費（月額）　 1,000円
※アコーディオン借料が別途月1,000円
　かかります
申込み・問合せ　同館（℡72 - 4075）へ

　（
全
３
回
）

と
こ
ろ
　
城
沼
公
民
館
他

対
象
　
２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も

と
そ
の
親

定
員
　
10
組
程
度
　（
先
着
順
。
市

内
の
か
た
優
先
）

講
師
　
古ふ

る

矢や

真ま

耶や

さ
ん
（
ダ
ン
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
　
９
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

持
参
す
る
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
バ

ス
タ
オ
ル
可
）、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

お
持
ち
の
か
た
は
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド

と
き
　
４
月
16
日
㈮
　
午
前
９
時

30
分
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
郡
邑
楽
町
）

定
員
　
16
人
（
先
着
順
）

テ
ー
マ
　
「
平
地
林
と
多
々
良
沼

周
辺
の
自
然
観
察
」

講
師
　
青あ

お

木き

雅ま
さ

夫お

さ
ん
　（
県
自
然

環
境
調
査
研
究
会
調
査
員
・
環
境

賞
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推
進

員
ほ
か
）

受
講
料
　
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
　
４
月
１
日
㈭

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
（
℡
88 -

７
１
８
８
、

℡
89 -

０
７
８
２
）
へ

と
き
　
４
月
18

日
㈰
　
午
前
９

時
〜
10
時
30
分

　（
午
前
８
時
45

分
集
合
）

※
雨
天
中
止

と
こ
ろ
　
城
沼
陸
上
競
技
場

対
象
　
年
少
〜
小
学
６
年
生

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

講
師
　
館
林
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

参
加
費
　
無
料

持
参
す
る
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
22
日
㈪

か
ら
４
月
５
日
㈪
ま
で
に
、
伊い

豆ず

正ま
さ

弥や

さ
ん
（
館
林
市
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
℡
０
９
０

─

５
５
１
６

─

８
９
０
３
）
へ
　
　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
策
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
実
施
し

　
て
開
催
し
ま
す

と
き
　
４
月
14
日
㈬
〜
28
日
㈬
の

水
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

申
込
み
・
問
合
せ
　
３
月
22
日
㈪

か
ら
４
月
12
日
㈪
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
に
、
電
話
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係
（
ダ
ノ
ン

城
沼
ア
リ
ー
ナ
内
　
℡
74

─

２
６

１
１
）
へ

※
３
月
25
日
㈭
は
休
館
日

　
開
館
30
周
年
を
記
念
し
て
実
施

す
る
「
科
学
館
の
歩
み
写
真
展
」

（
4
月
29
日
㈷
〜
８
月
31
日
㈫
）

に
展
示
す
る
写

真
を
募
集
し
ま

す
。
科
学
館
に

ち
な
ん
だ
思
い

出
の
写
真
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

申
込
み
　
４
月
10
日
㈯
ま
で
に
写

真
　（
プ
リ
ン
ト
や
デ
ー
タ
、
ネ
ガ

な
ど
）
に
撮
影
日
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
添
え
て
、
郵
送
、
又
は
向
井
千

秋
記
念
子
ど
も
科
学
館
（
〒
３
７

４

─

０
０
１
８
　
城
町
２

─

２
）
へ

※
応
募
写
真
は
５
月
頃
郵
送
に
て

　
返
却
し
ま
す
の
で
、
返
却
先
の

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

　
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

　
さ
い

問
合
せ
　
同
館（
℡
75

─

１
５
１
５
）

11 広報館林

●
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
４
月
の
日
程

１
日
㈭
〜
18
日
㈰
、
22
日
㈭
〜
30
日
㈮
　
ケ
イ
ド
リ
ー
ム
ス
・
ド
ー
ム
館
林
（
☎
75-

０
３
５
５
）

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
＆

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

●代表☎0276 - 72 - 4111

ス
ポ
ー
ツ

　2020年は、新型コロナウイルス感
染症拡大の影響で、毎年多くのお客
様に来場いただく「つつじまつり」
が中止となり、満開に咲くつつじの
花をご覧いただくことができません
でした。現在、つつじ映像学習館に
おいて、当時のつつじの花や園内の
写真を展示しております。ぜひこの
機会にお越しください。
期間　５月15日㈯まで（午前９時～
午後５時・最終入館は午後４時）
※月曜日は休館（祝日の場合は翌営
　業日）
ところ　つつじが岡ふれあいセン
ターつつじ映像学習館
入館料　
■大人　
　一般　500円
　団体　400円
■小・中学生
　一般　250円
　団体　190円
※団体は20人以上
問合せ　つつじのまち観光課観光振
興係（℡74 - 5233）

満開に咲き誇るつつじ2020
写真展開催中

森
林
楽
習
講
座

春
の
ラ
グ
ビ
ー
教
室

講
座

教
室

 

・

講
座

教
室

 

・

募
集

思
い
出
の
写
真
あ
り
ま
せ
ん
か



と
き
　
５
月
〜
12
月
の
原
則
第
３

土
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　（
全
８
回
）

と
こ
ろ
　
市
内
及
び
そ
の
周
辺

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者
（
現
地

集
合
で
き
る
か
た
）

定
員
　
12
組
（
先
着
順
）

内
容
　
親
子
で

野
外
活
動
を
行

い
、
昆
虫
や
野

鳥
な
ど
の
生
態

や
自
然
環
境
に

つ
い
て
学
び
ま
す

参
加
費
（
小
学
生
１
人
）　
１
０

０
０
円
（
保
険
料
、材
料
費
な
ど
）

※
参
加
費
は
４
月
25
日
㈰
ま
で
に

　
直
接
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科

　
学
館
へ

申
込
み
　
４
月
10
日
㈯
の
午
前
９

時
か
ら
、
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

※
電
話
や
来
館
、
１
人
で
複
数
組

　
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
同
館（
℡
75

─

１
５
１
５
）

訓
練
対
象
（
期
間
）・
内
容

■

建
築
科
（
３
年
）  

　
建
築
法
、

　
製
図
、
規き

く矩
術
、
実
技
な
ど

■

造
園
科
（
２
年
） 

　
造
園
の
歴  

　
史
、
材
料
、
樹
木
の
管
理
、
作

　
庭
様
式
、
設
計
製
図
な
ど

※
火
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９    

　
時
30
分
、
及
び
日
曜
日
の
実
技

　
月
２
回
程
度

資
格
　
義
務
教
育
修
了
以
上
で
、

建
築
、
造
園
の
事
業
所
へ
勤
務
し

て
い
る
か
た

訓
練
場
所
　
館
林
地
区
高
等
職
業

訓
練
校
（
当
郷
町
）

定
員
　
各
20
人

試
験
方
法
　
面
接    

申
込
み
・
問
合
せ
　
４
月
30
日
㈮

ま
で
に
、
同
校
（
℡
73

─

８
２
８

２
）
へ

　
令
和
３
年
３
月
末
で
指
定
管
理

期
間
が
終
了
す
る
「
館
林
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
４
月
か
ら
の
指
定
管
理
者

が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
は
、

指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
お
い

て
候
補
者
を
選
定
し
、
市
議
会
の

議
決
を
経
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

対
象
施
設
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー（
苗
木
町
２
４
５
２ -

１
）

指
定
管
理
者
　
社
会
福
祉
法
人
館

林
市
社
会
福
祉
協
議
会

指
定
期
間
　
令
和
３
年
４
月
１
日

㈭
〜
同
４
年
３
月
31
日
㈭（
１
年
間
）

問
合
せ
　
社
会

福
祉
課
社
会
係

　（
℡
47 -

５
１

２
７
）

情報アラカルトInformation 
a la carte

122021．3．15

指
定
管
理
者
を
決
定

お
知
ら
せ

法
律
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
月
曜
日

　午
前
９
時
か
ら

受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
当
面

の
間
電
話
相
談
で
対
応
し
ま
す
）

　６
日
㈫
・
13
日
㈫
・
20
日
㈫
・

　
27
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
30
分

心
配
ご
と
相
談
（
先
着
順
。
当

面
の
間
電
話
相
談
で
対
応
し
ま
す
）

　
４
日
㈰
・
13
日
㈫
・
18
日
㈰
・

　
27
日
㈫
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
正
午

※
婚
活
相
談
は
、
当
面
の
間
休

　
止
し
て
い
ま
す

　
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
い
ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
℡
75 -

７
１
１
１
）

年
金
相
談
（
予
約
制
。
１
週
間

前
の
木
曜
日

　午
前
９
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
ま
す
）

　
15
日
㈭
　
午
前
９
時
30
分
〜

　
午
後
３
時
30
分

　
市
役
所
内
会
議
室
　

　
保
険
年
金
課（
℡
47-

５
１
３
９
）

外
国
人
相
談

　
13
日
㈫
・
27
日
㈫
　
正
午
〜

　
午
後
３
時

　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

　
市
民
協
働
課（
℡
47-

５
１
２
０
）

※
　
と
き
、
　
と
こ
ろ
、
　
問
合
せ
。

　
平
日
の
場
合
、
祝
日
は
除
き
ま
す

４
月
の
相
談

　市では、平成12年度より環境分野で顕著な功
績のあった個人及び団体を「館林市環境賞」と
して顕彰しており、令和２年度の被顕彰者を決
定しましたのでお知らせします。
受賞者（敬称略）
研究・調査部門
■㈱ジャングルデリバリー
　自然農法（無農薬・無施肥）による果樹（シー
　クワーサー）栽培の実証など
環境美化部門　
■小

こ

峰
みね

儀
のり

昭
あき

　小桑原地下道などの清掃を15年以上実施
■館林市立第二中学校
　生徒及び職員ボランティアによる加法師川清
　掃を15年実施
地球温暖化対策部門　
■㈱シーエスラボ
　環境ＧＳ（ぐんまスタンダード）認定継続８
　年目並びに地域と環境に配慮した新工場の建設
※例年開催している市環境賞顕彰式及び事例発
　表会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
　のため中止とさせていただきました
問合せ　地球環境課環境政策係（℡47 - 5124）

館林市環境賞
被顕彰者を決定

感染症防止のため、講座・イベントなどは中止や延期、又は内容を変更する場合があります。また、
イベントなどに参加する際は、マスクを着用し、事前に検温などで健康状態を確認してご参加ください。

募
集

同館ホームページ
２次元コード

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

令
和
３
年
度
生

親
子
い
き
も
の
探
検
隊

　
４
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

が
月
額
１
万
６
６
１
０
円
（
令
和

２
年
度
か
ら
70
円
引
き
上
げ
）
に

な
り
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
、
月

額
４
０
０
円
で
据
え
置
き
で
す
。

　
令
和
３
年

度
分
の
納
付

案
内
書
は
、

４
月
初
め
に

日
本
年
金
機

構
か
ら
送
ら

れ
ま
す
。

　
な
お
、
手
間
が
か
か
ら
ず
、
納

め
忘
れ
を
防
ぐ
、
口
座
振
替
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
も
受
付
で

き
ま
す
。

問
合
せ
　
太
田
年
金
事
務
所
（
℡

49

─

３
７
１
６
）、又
は
市
保
険
年

金
課
給
付
年
金
係
（
℡
47 -

５
１

３
９
）

　市
内
介
護

保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の

要
介
護
度
改

善
に
関
す
る

取
り
組
み
を

評
価
し
、
要

介
護
度
の
改

善
に
効
果
を

上
げ
た
以
下
の
事
業
所
を
「
要
介

護
度
改
善
事
業
所
」
と
し
て
認
証

し
ま
し
た
。

■
プ
ラ
ト
ー
リ
ハ
ビ
リ
デ
イ
サ
ー

　
ビ
ス
成
島
駅
前
（
地
域
密
着
型

　
通
所
介
護
）

■
ケ
ア
ー
ズ
館
林
西
訪
問
看
護
ス

　
テ
ー
シ
ョ
ン
（
訪
問
看
護
）

■
館
林
記
念
病
院（
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）

問
合
せ
　
介
護
保
険
課
保
険
給
付

係
（
℡
47 -

５
１
３
３
）

　
毎
年
４
月
２
日
は
世
界
自
閉
症

啓
発
デ
ー
、
４
月
２
日
〜
８
日
は

発
達
障
害
啓
発
週
間
で
す
。
正
し

い
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
24
日
㈬
　
午
前
11
時

〜
４
月
４
日
㈰
　
午
後
３
時

と
こ
ろ

　ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
２
階

ア
ゼ
リ
ア
ロ
ー
ド
（
楠
町
）

内
容
　
自
閉
症
啓
発
の
パ
ネ
ル
展
示

問
合
せ
　
菅す

が

沼ぬ
ま

美み

樹き

さ
ん
（
県
自

閉
症
協
会
地
区
委
員
　
℡
０
９
０

─
１
９
９
８

─

６
５
９
２
）、又
は

市
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
℡

47
─

５
１
２
８
）

 表
彰

経
済
産
業
大
臣
表
彰（
構
造
統
計
）

県
知
事
表
彰（
統
計
功
労
者
表
彰
）

荻お
ぎ

野の

勇い
さ
む（
日
向
町
）、織お

田だ

幹み
き

雄お

（
朝

日
町
）

県
統
計
協
会
功
労
者
表
彰
（
協
会

長
表
彰
）
　

松ま
つ

村む
ら

勇い
さ
む

（
苗
木
町
）

感
謝
状

県
統
計
協
会
長
感
謝
状

市い
ち

川か
わ

孝こ
う

一い
ち

（
近
藤
町
）、大お

お

朏つ
き

明あ
き

男お

　（
広
内
町
）、山や

ま

田だ

た
か
子こ

（
近
藤

町
）、岩い

わ

田た

徳と
く

憲の
り

（
加
法
師
町
）

県
区
長
自
治

会
長
連
合
会

会
長
感
謝
状

堀ほ
り

越こ
し

進す
す
む

（
本

町
四
丁
目
）、

吉よ
し

永な
が

正た
だ
し

　（
朝
日
町
）、芳は

賀が

紳し
ん

一い
ち（
尾

曳
町
）、谷や

津つ

紳し
ん

一い
ち

郎ろ
う

（
千
塚
町
）、

新あ
ら

井い

雅ま
さ

温は
る

（
成
島
町
）、橋は

し

本も
と

賢け
ん

一い
ち

　（
赤
土
町
）、福ふ

く

田だ

連れ
ん

一い
ち（

日
向
町
）

　
　　　　　　　　　　　　（
一
部
敬
称
略
）
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表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
呈
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ス
ト
レ
ス
・
こ
こ
ろ
の
相
談（
予
約
制
）

　
14
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
〜

　
３
時

Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
（
予
約
制
。
変
更

の
場
合
あ
り
）

　
20
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
・
　
い
ず
れ
も
館
林
保
健
福

　
祉
事
務
所（
℡
72-
３
２
３
０
）

消
費
生
活
相
談

　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時

　
・
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
℡

　
72-

９
０
０
２
）

出
張
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　（
就
労
相
談
・
50
歳
未
満
対
象
。

予
約
制
）

　
14
日
㈬
・
28
日
㈬
　
午
前
10

　
時
〜
午
後
４
時

　
郷
谷
公
民
館

　
ぐ
ん
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

　
ー
シ
ョ
ン
東
毛
常
設
サ
テ
ラ

　
イ
ト
（
℡
57-

８
２
２
２
）

労
働
相
談
（
予
約
制
）

　
東
部
県
民
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー

　
ぐ
ん
ま
県
民
労
働
相
談
セ
ン

　
タ
ー
（
℡
０
１
２
０-

54-

 
６
０
１
０
）

働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相

談
（
予
約
制
。
平
日
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
15

分
に
受
け
付
け
ま
す
。
年
末
年

始
、
祝
日
を
除
く
）

　
13
日
㈫
・
27
日
㈫
　
午
後
１

　
時
〜
４
時

　
・
　
県
労
働
政
策
課
（
℡
０

　
２
７-

２
２
６-

３
０
０
８
）

い
ち 大

おお

石
いし

一
はじめ

さん
（本町四丁目）

世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
・

発
達
障
害
啓
発
週
間
in
群
馬

令
和
２
年
度

要
介
護
度
改
善
事
業
所
を
認
証

春の全国交通安全運動

　「～自転車も
　　　止まってよく見て　
　　　　　　　　　交差点～」

　優しさと思いやりの心をはぐく
み、正しい交通マナーで交通事故
防止に務めましょう。
期間　４月６日㈫～15日㈭
運動重点
■子どもと高齢者をはじめとする
　歩行者の安全の確保
■自転車の安全利用の推進
■歩行者などの保護をはじめとす
　る安全運転意識の向上
問合せ　安全安心課交通防犯係　（℡
47 - 5115）

国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す
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子育て相談
　月～金曜日　午前９時30分～午後
　０時30分、午後１時30分～４時30分
※聖ルカ・ももの木保育園は午前９
　時～午後０時30分、午後２時～４ 
　時30分
　・　各地域子育て支援センター
■長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■総合福祉センター内（℡070 ‒3626‒
  7111)
※公・私立保育園、児童館でも相談可
家庭児童相談
　月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～５時
　・　こども福祉課（℡47 ‒ 5135）
婦人・母子相談
　月～金曜日　午前９時～正午、午
　後１時～４時
　・　こども福祉課（℡47 ‒ 5135）
子ども相談（来所相談は予約制）
　■電話相談　月～金曜日　午前９
　時～５時
　■メール相談　随時受付
　市民センター　
　子ども相談室（℡73 ‒ 4152　　se
　ishonen@city.tatebayashi.gun
　ma.jp）
家庭教育相談（予約制）
　２日㈮・16日㈮　午後１時30分～４時
　城沼公民館
　生涯学習課 （℡47 ‒ 5166）
子どもの総合相談窓口 
　月～金曜日　午前９時～午後５時
　総合福祉センター
　社会福祉協議会（℡75 ‒ 8111  　t.    
　kodomo@snow.ocn.ne.jp）

健康相談 子育て相談

Health
   and
Child care

健康と
　子育て

4月の相談 ※ とき、 ところ、 問合せ。平日は祝日を除く

こころの健康相談（予約制）
　８日㈭　午前10時～11時30分
　総合福祉センター
   社会福祉課（℡47 ‒ 5128）
高齢者の介護・福祉相談
　月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分
　・　各高齢者あんしん相談センター
■クローバー荘（℡77 ‒ 1165）
■新橋 （℡75 ‒ 3013）
■東毛光生園 （℡72 ‒ 2060）
■社会福祉協議会（℡60 ‒ 5670）
成年後見制度の相談
　月～金曜日　午前９時～午後５時
　総合福祉センター
　社会福祉協議会（℡75 ‒ 7111）
高齢者なんでも相談（60歳以上対象）
　月～金曜日　午前10時～正午、午
　後１時～３時（第１・３月曜日を
　除く）
　・　老人福祉センター（℡74 ‒ 5342）
認知症カフェ（オレンジカフェぽん
ちゃん）
＜今月のテーマ＞
誰でも簡単！マスクケースを作ろう
　８日㈭　午後１時30分～３時
　老人福祉センター
　高齢者支援課（℡47 ‒ 5131）
認知症カフェ（アゼリアオレンジカフェ）
＜今月のテーマ＞
　「フレイル」って何？フレイルを学
んで寝たきり予防
　20日㈫　午後１時30分～３時
　アゼリアモール１階　TULLY'S 
　COFFEE前（楠町）
　高齢者支援課（℡47 ‒ 5131）
医療・介護・福祉相談（予約制）
　月～金曜日　午前８時30分～午後
　５時15分
　・　公立館林厚生病院地域連携室 
　（℡72 ‒ 3140）
障がい者（児）歯科診療（予約制）
　 ■火・木・金曜日　午前９時～正
　　午、午後２時～５時
　 ■ 10日㈯・24日㈯　午前９時～正
　　午、午後２時～５時
　・　館林邑楽歯科
　保健医療センター
　（℡73 ‒ 8818）

4月の健診・相談

受付時間
■月～土曜日　午後６時～
　翌午前８時
■日曜日、祝日、年末年始
　24時間受付
電話番号　短縮番号♯8000
※通話料は利用者負担
※携帯電話からも利用可能

内容　夜間や休日の急病の
対応について、家庭ででき
る対処法などの無料相談
※病気の診断・治療をする
　ものではありません
※明らかに緊急を要する場
　合は、1 1 9番を利用して
　ください

子ども医療
電話相談
　（♯8000）
問合せ　県医
務課（℡027ｰ
226ｰ2534）

感染症防止のため、講座・イベントなどは中止や延期、又は内容を変更する場合があります。また、
イベントなどに参加する際は、マスクを着用し、事前に検温などで健康状態を確認してご参加ください。

乳幼児健診
名称 とき 対象

４か月児 20日㈫ Ｒ２．12月生
10か月児 28日㈬ Ｒ２．６月生

１歳６か月児
15日㈭ Ｒ１．８月生
21日㈬ Ｒ１．９月生

２歳児歯科 27日㈫ Ｈ31．２月11日
～28日生

３歳児 ４月は実施なし

時間　午後１時～１時30分
※ 1歳６か月児は受付時間が２部制
　になります。対象者には個別にお
　知らせします
ところ　保健センター

母乳育児相談（予約制）
とき 対象
13日㈫ １歳未満児と母親

※男性のかたは来所をお控えください
時間　午前10時～11時50分
ところ　保健センター
申込み　３月22日㈪から、健康推進
課母子保健係（同センター内）へ
公民館健康相談
(保健師・栄養士による健康相談 )

とき ところ
８日㈭ 三 野 谷 公 民 館

16日㈮ 多 々 良 公 民 館

19日㈪ 中 部 公 民 館

21日㈬ 郷 谷 公 民 館

22日㈭ 赤 羽 公 民 館

23日㈮ 六 郷 公 民 館
時間　午前９時30分～11時

相談内容
病気や生活習慣、妊娠、
出産、子育てなど

持参する物
乳幼児は、母子健康手帳
40歳以上は、健康手帳

問合せ　健康推進課（℡ 74 ‒ 5155）

広報館林15

休館日　５日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・30日㈮

開館時間　午前10時～午後５時

児童館のお約束
■受付で名前を書いてから遊びましょう
■ゲーム機やカードゲームなどでは遊べませんゲーム機やカードゲームなどでは遊べません

地域子育て支援センターは、子育てに関する情報交換や、親子そろって友達づくりをす
る場です。子育てに悩んでいるかたは、ぜひ遊びに来てみてください♪
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児童センター ℡73 ‒ 1522

【今月の遊び】ろーるモービル 10：00～ 17：00

乳

ゆらゆらこいのぼり ９日㈮
①11：00～ 11：30

② 15：00～ 15：30

親子ふれあい遊び・子育て相談など 22日㈭ 11：00～ 11：30

寝相アート(こいのぼり) 22日㈭ 15：00～ 15：30

小 縄跳び検定 10日㈯ 14：30～ 15：00

西児童館 ℡75 ‒ 4311

【今月の遊び】フィンガーパペット 10：00～ 17：00

乳
みんなdeシアター ７日㈬

11：00～ 11：30
こいのぼり製作 21日㈬

小
児童館ビンゴ ７日㈬

15：30～ 16：30
ミニこいのぼりセット 21日㈬

赤羽児童館 ℡72 ‒ 4155

【今月の遊び】ジャンピングねずみ 10：00～ 17：00

乳
こいのぼり工作 ９日㈮

10：30～ 11：00
カレーライスパネルシアター 23日㈮

小 チョークで大きな絵を描こう 22日㈭ 15：30～ 16：30

離乳食講座
とき　４月19日㈪　午前10時50分～
11時15分
ところ　聖ルカ保育園
定員　４組（先着順）
内容　離乳食についてのお話
講師　上

か

遠
どお

野
の

晃
あき

子
こ

さん（管理栄養士）
あかちゃんおもちゃ作り
とき　４月21日㈬　午前９時30分～
11時30分
①午前９時30分～10時30分
②午前10時30分～11時30分
※２グループに分かれて実施
ところ　長良保育園
定員　各５組（先着順）

内容　「ミルク缶落とし」作り、手
作りおもちゃの紹介
持参する物　飲み物

育児講座 エコバッグにデコパージュをしよう！
とき　４月28日㈬　午前９時45分～
11時30分
①午前９時45分～10時30分
②午前10時45分～11時30分
※２グループに分かれて実施
ところ　美園保育園
定員　各４組（先着順）
持参する物　飲み物

共通事項
参加費　無料
対象　市内在住の乳幼児と保護者
申込み　３月22日㈪の午前９時30分
から各保育園地域子育て支援センタ
ーへ

子育て支援センター

対象　乳…乳幼児　小…小学生4 月の児童館だより

問合せ
各地域子育て支援センター
■長良保育園内（℡72 ‒ 2118）
■美園保育園内（℡72 ‒ 2117）
■聖ルカ保育園内（℡73 ‒ 8722）
■ももの木保育園内（℡74 ‒ 4865）
■総合福祉センター内（℡070 ‒3626‒
  7111)
※いずれも参加費は無料。電話での
　申込可能

とき　４月15日㈭　午前10時～11時
30分
ところ　長良保育園
対象　妊婦さん
※里帰り中のかたや生後４か月まで
　の子どもがいるママも参加できます
定員　５組（先着順）
内容　　「おさんぽ虫さん」作り、手
作りおもちゃと絵本の紹介、交流会
持参する物　飲み物
参加費　無料
申込み　３月
22日㈪の午前
９時30分から、
長良保育園地
域子育て支援センターへ

たぬきサロン

●代表☎0276 - 72 - 4111



　２月25日、オープン講座が
、郷

谷公民館で開催されました。
参加

者は鼻がすっきりになる軟膏
づく

りを体験し、花粉症を和らげ
るハ

ーブのお話を聞きました。
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　２月20
日～３月

３日、武
ぶ
鷹
よう
館
かん
に

明治から
昭和の時

代に作ら
れた大

小さまざ
まなひな

人形335
体が飾

られ、来
場者はボ

ランティ
アによ

る解説に
耳を傾け

ていまし
た。

　２月19日、クビアカツヤカミキリ伐倒見学会が、市斎場で行われました。伐採の様子や被害木の見学を通じ、クビアカツヤカミキリによる被害の現状を伝えました。

市史編さんセンター
（℡76 ─ 7651）

191回

城
下
町
の
湧
水
「
小
柳
清
水
」

　
館
林
城
下
町
は
、
洪こ

う

積せ
き

台
地
（
邑

楽
台
地
）
上
に
あ
り
ま
す
。
館
林
城

と
城
下
町
付
近
の
台
地
は
、
南
北
二

つ
の
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

低
地
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。

台
地
と
低
地
の
比
高
（
高
度
差
）
は
、

台
地
北
端
・
南
端
付
近
で
と
も
に
３

ｍ
程
度
で
す
。
台
地
と
低
地
を
分
け

る
こ
の
崖
（
段だ

ん

丘き
ゅ
う

崖が
い

）
も
、
城
沼
と

と
も
に
館
林
を
守
る
天
然
の
要
害
で

し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
、
館
林
城

南
北
の
沖
積
低
地
は
水
田
地
帯
で
し

た
が
、
館
林
城
と
城
下
町
以
外
の
台

地
上
に
は
畑
地
・
山
林
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
一
般
に
台
地
上
に
は
河
川
が

で
き
ず
、
沖
積
低
地
の
川
を
段
丘
崖

に
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
秋
元
家
入
封
以
前
の

作
成
と
推
定
さ
れ
る
「
館
林
城
屋
敷

割
図
」
に
は
、
足
利
町
　（
現
本
町
一

丁
目
）
の
日
光
脇
往
還
西
方
に
「
清

水
」
と
書
い
た
池
が
あ
り
ま
す
。
池

か
ら
出
た
川
は
「
小
柳
清
水
」
と
呼

ば
れ
、
大
手
門（
現
三
角
公
園
付
近
）

北
方
か
ら
幅
50
ｍ
前
後
の
谷
を
作
っ

て
加
法
師
口
か
ら
台
地
を
抜
け
て
い

ま
し
た
。
小
柳
清
水
は
大
手
門
北
方

か
ら
城
堀
と
並
行
し
て
流
れ
、
城
堀

と
の
間
の
水
田
を
灌
漑
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
の「
伴
木
堀
幹
線
排
水
路
」

は
、
小
柳
清
水
の
流
路
を
踏
襲
し
て

お
り
、
小
柳
清
水
が
日
光
脇
往
還
を

渡
る
と
こ
ろ
に
は
「
清
水
橋
」
が
昭

和
期
ま
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
台
地
上
の
湧
水
は
、
た
い
へ
ん
珍

し
い
も
の
で
す
。
台
地
の
表
面
に
も

起
伏
が
あ
り
、
館
林
郵
便
局
（
本
町

一
丁
目
）
前
か
ら
南
北
を
見
る
と
、

こ
こ
が
緩
い
谷
の
底
で
、
三
角
公
園

の
方
へ
下
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
谷
頭
に
「
清
水
」
が
あ

り
ま
す
。
谷
の
三
方
は
標
高
24
〜
25

ｍ
弱
で
、
谷
頭
よ
り
２
〜
３
ⅿ
高
く
、

高
い
所
の
地
下
水
が
谷
頭
へ
集
ま
っ

て
湧
き
出
し
た
、
た
い
へ
ん
珍
し
い

現
象
で
す
。

市
史
編
さ
ん
自
然
部
会
専
門
委
員

澤さ
わ

口ぐ
ち

宏ひ
ろ
し

「館林城屋敷割図」（館林市立資料館所蔵）
に描かれた「清水」と水路

「館林城屋敷割図」（館林市立資料館所蔵）
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※変更になる場合がありますので、必ず電話で確認してから受診してください
※時間外・夜間などは受診できる病院などを紹介します。　救急テレホンサービス（℡73 ‒ 5699）へ

４月

耳　鼻　科 歯　　科

４日　今村クリニック（邑楽町篠塚　℡70‒ 2221）
18日　板倉耳鼻科（板倉町海老瀬　℡80‒ 4333）

 診療時間
 午前９時～午後１時

 館林邑楽歯科保健医療センター
  （苗木町2622 ‒ 1 　℡73‒8818）
 診療時間　午前９時～正午

■健康・医療・介護・育児・
　メンタルヘルスの相談
■医療機関情報の提供など

フリーダイヤル

たてばやし健康ダイヤル

夜間
夜間急病診療所（内科・小児科）
夜間急病診療所（診療時間午
後７時～10時）は、１月18日
から、当面の間、休診してい
ますので、ご了承ください。
緊急時
公立館林厚生病院
 成島町 2 6 2 ‒  １　℡72 ‒ 3140
※電話で確認後、受診
※日曜日や祝日も内科・外科
　は行っています（急患のみ）

～困ったときは～

休日当番医のお知らせ

かごめ六斎市
　10日㈯・24日㈯　午前９
　時30分～午後１時
かごめ通り商店街
尾曳稲荷骨董市
17日㈯　午前７時～午後

　４時頃
尾曳稲荷神社
たてばやしウエストファー
ムマーケット
　17日㈯　正午～
館林駅西口駅前広場

４月の催し物

まちの情報

内　　　科 外　　科

４日
寺 内 医 院
邑楽町赤堀
℡ 88‒1511

こやなぎ小児科
富士原町（小児科のみ）
℡ 80‒2220

富士クリニック
大泉町富士
℡ 20‒1971

11日
黛 泌 尿 器 科
大泉町坂田
℡ 63‒7800

う え の 医 院
赤生田町
℡ 72‒3330

慶友整形外科病院
赤生田町
℡ 49‒9000

18日
横 田 胃 腸 科

細内町
℡ 72‒4970

星 野 こ ど も
楠町（小児科のみ）
℡ 70‒7200

海 宝 病 院
堀工町

℡ 74‒0811

25日
三 浦 医 院
大泉町北小泉
℡ 62‒2917

阿 部 医 院
大泉町吉田
℡ 62‒5428

岡 田 整 形 外 科
朝日町

℡ 72‒3163

29日
館 林 記 念 病 院

台宿町
℡ 72‒3155

小児科おぎわら
大泉町坂田（小児科のみ）

℡ 61‒1133

川 島 脳 外 科
岡野町

℡ 75‒5511

診療時間　午前９時～午後５時

人口・世帯 前月比
男性 37,870人 －23
女性 37,494人 ＋17
合計 75,364人 －6
世帯数 33,783世帯 ＋36

人口と世帯（３月１日現在）

薬湯からだめぐりの湯（予
約制）
26日㈮　午前11時～11時
　50分、正午～午後０時50
　分、午後２時～２時50分
　・　総合福祉センター（℡
　75 ‒ 7111）
入浴料
■ 60歳以上　1 1 0円
■一般　2 2 0円

３月の風呂の日

谷
たに

美
み

羚
れい

ちゃん（東広内町）
美羚ちゃんはどんな子？
歌や踊りが大好きで、いつも笑顔でまね
っこダンス♪天真爛漫で甘えん坊さん♡
パパとママから美羚ちゃんへメッセージ
すくすく元気に、これからもたくさんのか
わいい笑顔を見せてね♪あいらぶ美羚♡

Vol.139

♥♥
♥

♥

感染症防止のため、講座・イベントなどは中止や延期、又は内容を変更する場合があります。また、
イベントなどに参加する際は、マスクを着用し、事前に検温などで健康状態を確認してご参加ください。



※
祝
日
を
除
く

と
き

４
月
５
日
㈪
・
12
日

㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪
　
午

後
７
時
ま
で

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
納
税
課

持
参
す
る
物
　
現
在
の
生
活

状
況
（
収
入
・
支
出
な
ど
）

を
説
明
で
き
る
資
料

問
合
せ
　
同
収
納
係
（
℡
47

-

５
１
１
０
）
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広報館林４月１日号は４月１日㈭に発行します

副業や投資の儲け話（情報商材）にご注意！

▶事例　収入が激減したためスマホで副業や内職を探
そうと検索した。気になった事業者のＳＮＳをフォロ
ーすると業者からメッセージが届いた。
　予約した日時に電話がきて、「在庫を抱えずに転売す
る方法や売れ筋商品などを教えるサポート契約をすれ
ば１か月で契約額くらい稼げる」と言われ、すぐに契
約して60万円支払った。１か月しても商品は一つも売
れないので解約したい。
▶アドバイス 副業サイトやＳＮＳなどで「誰でも稼
げる」などと説明されますが、楽に稼げるうまい話は
ありません。広告や説明と違って情報の内容に価値が
ない、収入が得られないという相談がみられます。「情
報商材」は、購入するまで内容を確かめることができ
ませんので、安易な購入はやめましょう。怪しいと思
ったら消費生活センターに相談してください。
問合せ　消費生活センター（市民センター分室内　℡
72 - 9002 月～金曜日の午前９時～午後４時）

Vol.36

市
税
の
納
付
・
納
税
相
談

　
納
税
に
関
し
て
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談

と
き

平
日
　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

夜
間
納
税
相
談

　
仕
事
な
ど
の
都
合
で
市
役

所
開
庁
時
間
内
に
来
庁
で
き

な
い
か
た
の
た
め
に
、
毎
週

月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
、

来
庁
・
電
話
に
よ
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

Vol.240　自分の研究で地球環境を守る

館林の輝く若者

■あなたが取り組んだ活動は？
環境問題についてスピーチを行うコンテスト「ぐ
んまエコ宣言！」の中学生の部で大賞を受賞しま
した！
■どんな内容だったのですか？
　わさびやからしなどの香辛料が食べ物の腐敗を
防止するという内容でした。先生や家族と協力し
て研究を行い、スピーチするにあたって、先生た
ちに資料の作成などのお手伝いをしてもらいなが
ら頑張って練習しました。
■研究以外で熱中していることは？
　吹奏楽です。フルートを担当していて、部長を
務めています。コロナ禍の中で昨年は大会が中止
になりましたが、この間に続けた練習の成果を、
次の大会で発揮したいと思っています！
■将来の夢を教えてください！
　学校の授業では理科が大好きなので、これから
も勉強を続け、理科の先生になるのが夢です！先
生になって、吹奏楽部の顧問もしてみたいです。

砂
すな

川
かわ

真
ま

琴
こと

さん（瀬戸谷町）


